
１．歳出予算の補正額

①

【担当部署：こども政策課】

国庫支出金 2億9,865万2千円

②

【担当部署：人事課】

国庫支出金 94万円

③

【担当部署：政策推進課】

国庫支出金 6億4,255万3千円

④

【担当部署：財政課】

国庫支出金 4,328万5千円

２．繰越明許

物価高騰対応食費支援事業

【担当部署：政策推進課】

令和7年12月22日

令和７年度大阪府富田林市一般会計補正予算（第５号）について

歳出総額 9億8,543万円

物価高対応子育て応援手当支給事業 事業費：2億9,865万2千円

財源内訳

国の総合経済対策の一環として、児童手当の受給者に対して児童一人当たり２万円の応援手当を給付
します。

上記①の事務に係る時間外勤務手当 事業費：94万円

財源内訳

物価高騰対応食費支援事業 事業費：6億4,255万3千円

財源内訳

水道基本料金の半額減免の負担金（12カ月分） 事業費：4,328万5千円

財源内訳国の重点支援交付金を活用し、物価高騰対策として水道基本料金を半額（12か月分）減免するもので
す。

(債務負担行為　2億1,642万1千円)

国の補正予算を活用して実施するため、年度内に事業完了ができないことから繰り越すものです。

国の物価高騰対応重点支援交付金を活用し、食料品の物価高騰対応として、一人当たり４，４００円
分のおこめ券を配布します。

金額：6億4,255万3千円



３．債務負担行為補正

水道事業負担金事業（特別減免分）

【担当部署：財政課】

４．歳入予算の補正額

　　内　訳

５．議決日　12月22日可決
※ 各事業の詳細については、各担当部署へお問い合わせください。

歳入総額 9億8,543万円

限度額：2億1,642万1千円

（期間：令和８年度）

令和8年度の10か月間の水道基本料金を半額に減免するため、本年度中に大阪広域水道企業団と協定
を締結する必要があるため追加するものです。

国庫支出金 9億8,543万円

国の補正予算を活用して実施するため、年度内に事業完了ができないことから繰り越すものです。


